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１．実践の背景と目的

　2020年度より，小学校において外国語科が新たに実施されることに伴い，小学校
においても中・高等学校の外国語科と同様に観点別の評価を行うこととなった。しか
し，米崎ら（2016）の調査によれば，学校現場においては，新たな教科として外国語
科を指導しなければならないことに加え，これまでの外国語活動では行わなくてもよ
かった観点別評価や評定を，新たに行わなければならなくなることへの不安が大き
い。そして，英語科の評価が始まるということのみならず，その評価の在り方は，現
行指導要領から大きく変わろうとしている。
　2017年告示の学習指導要領（以下「新学習指導要領」）では「各教科等の目標及び
内容」が，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間
性等」の三つの柱で整理されている。そして，「 小学校，中学校，高等学校及び特別
支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（以
下「通知」）により，「新学習指導要領の下での指導と評価の一体化を推進する観点か
ら，観点別学習状況の評価の観点についても，これらの資質・能力に関わる『知識・
技能』，『思考・判断・表現』，『主体的に学習に取り組む態度』の３観点に整理」する
こととされた。
　そして，「通知」では，「学びに向かう力・人間性」には「①『主体的に学習に取り
組む態度』として観点別評価（学習状況を分析的に捉える）を通じて見取ることがで
きる部分と，②観点別評価や評定にはなじまず，こうした評価では示しきれないこと
から個人内評価（個人のよい点や可能性，進歩の状況について評価する）を通じて見
取る部分がある」とされている。このうち「主体的に学習に取り組む態度」について
は，「各教科等の観点の趣旨に照らし，知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整し
ようとしているかどうかを含めて評価すること」とされている。「通知」に先立ち
2019年１月に出された「 児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（以下「報
告」）に，より詳しい記述があり，「主体的に学習に取り組む態度」については，
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「① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすること
に向けた粘り強い取組を行おうとする側面と，② ①の粘り強い取組を行う中で，自
らの学習を調整しようとする側面」の二つの側面を評価することとされている。つま
り，「学びに向かう・人間性」を，個人内評価で評価する部分と「主体的に学習に取
り組む態度」として観点別評価をする部分に分け，さらに「主体的に学習に取り組む
態度」を「粘り強さ」と「自らの学習の調整」の二側面に分けたわけである。
　また「報告」には，「『主体的に学習に取り組む態度』の評価とそれに基づく学習や
指導の改善を考える際には，生涯にわたり学習する基盤を培う視点をもつことが重要
である。このことに関して，心理学や教育学等の学問的な発展に伴って，自己の感情
や行動を統制する能力，自らの思考の過程等を客観的に捉える力（いわゆるメタ認
知）など，学習に関する自己調整にかかわるスキルなどが重視されていることにも留
意する必要がある」と記載されている。「自らの学習を調整する側面」が「学習に関
する自己調整にかかわるスキル」を念頭において設定されており，背景には「自己調
整学習」の考え方があると考えられる。「自己調整学習」は，ジマーマン（1989）に
より「メタ認知的過程」，「自発的動機づけ」，「行動の過程」を必要とする積極的活動
と整理されており， 「予見」「遂行コントロール」「自己省察」の３段階で構成される
循環的なプロセスとして考えられている。英語学習においては，西田・久我（2018）
が，中学校において「予見」「遂行コントロール」「自己省察」の各段階において，
「メタ認知」「動機づけ」「行動（学習方略）」を意図的に促す仕組みやツールを組み込
んだ英語科学習指導プログラムを開発し，自律的な学習者の育成を図る取り組みを
行っている。
　一方，小学校外国語科の新設に伴い，新たに小学校英語科の教科書が７つの発行者
により作成され，2019年にはそれらの中から採択が行われている。学校現場では，
採択された教科書を主たる教材として指導を考え，評価を行うことになる。教科書
は，新たに示された３観点による評価に対応するよう作成されているが，中でも「主
体的に学習に取り組む態度」の「自らの学習を調整しようとする側面」という考え方
は新たに示されたものであり，各社の取り扱い方にはそれぞれの特色が出ている。そ
こで，本研究は，小学校外国語科教科書において，「主体的に学習に取り組む態度」
のうち，とりわけ「自らの学習を調整する側面」につながる内容についてどのような
扱い方がされているかを調査し，今後のよりよい教科書の活用方法について考察する
ものである。

２．研究の方法

　2019年度に示された７社の外国語科の教科書のうち第５学年の全ての記述を分析
し，西田，久我（2018）が整理している「自律的学習を促す要素」即ち，「メタ認知」
「動機づけ」「行動（学習方略）」に関する記載がどのようにされているかを調べる。
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各要素に該当する記載かどうかの判断基準は，西田，久我の実践において，自己調整
学習の３要素を「予見」「遂行コントロール」「自己省察」の各段階に組み込むための
「構成原理」として記述されている内容を参考にし，表１の「基準」欄のように定め
た。

表１　教科書の記述調査の判断基準

要素 定義 基準

メタ認知

学習過程の様々な段階で
計画を立て，自己モニ
ターし，自己評価してい
ること

・ 自身の学習の振り返り
・ 選択した「学習方略」の確からしさの
確認

・ 次なる課題や目標の設定

動機付け

自分自身を有能さ，自己
効力，自立性を有するも
のとして認知しているこ
と

・ 将来の目標とその達成のための学びの
意識化

・ 目標となるモデルの提示（モデルス
ピーチ）

・ 相互の「勇気づけ」と相互評価

行動（学習方略）

学習を最適なものにする
社会的・物理的環境を自
ら選択し，構成し，創造
していること

・ 学び方ガイダンス
・ 友だちや仲間の学習をモデリング
・ 学習計画の可視化
・ 予習・復習
・ 辞書活用
・ スピーチ練習，筆記練習
・ 先生や友だちに尋ねる

３．研究の結果

　「動機づけ」，「行動（学習方略）」，「メタ認知」の順に，教科書に記載されているこ
とがらを表にして示す。なお発行者は，略称で示し，該当する記述が何箇所も出てく
る場合は，初出の記述及び「等」という言葉で記載している。頁についても同様であ
る。

3.1　動機付け
　「動機付け」に関する記述は表２にまとめた。西田，久我（2018）の実践では，「あ
のように話せるようになりたい」と目標になるような ALT等によるスピーチにより，
動機付けを行う取組が提起されている。しかし，今回の教科書の記述には，「モデル
スピーチを聞く」というような内容はなかった。ただし，各社とも音声・映像の教材
の活用が組み込まれており，その中にはモデルとなるような音声教材もあるであろう
と考えられる。
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表２　「動機付け」に関する記述

該当する基準 発行社 記述 頁

将来の目標とその達成の
ための学びの意識化

東書
あなたが英語を使って将来したいことを書
いてみよう。

3

教出
あなたが英語でできるようになりたいこと
を書いてみよう。

5

目標となるモデルの提示
（モデルスピーチ）

なし 　 　

相互の「勇気づけ」と相
互評価

東書
聞く人ははげます言葉を言おう。
「がんばってね。」とはげますときは Good 
luck!と言いましょう。

31

3.2　行動（学習方略）
　「行動（学習方略）」に関する記述は表３にまとめた。教科書においては，特定の学
習活動を促すことにその多くのページが割かれ，「しましょう。」「書きましょう。」
「考えましょう。」などの表現によって，児童が行う学習活動を明示していることが多
い。したがって児童が学習方略を考えることを促す表記や自分で学習を進めるための
手助けとなるような箇所はそれほど多くはない。しかし，各社とも「教科書の使い
方」を示すページを設け，単に題材名とページを示すのではなく１年間の学習を見通
すことができるよう工夫された「もくじ」と合わせて，学習の仕方を意識して学んで
いくことができるようになっている。
　また，自ら必要な時に辞書を用いて調べるという基本的な学習方略の獲得につなげ
ることができるよう，絵で単語を表し常に参照できるようにしたページが各社とも巻
末に設けられている。西田，久我（2018）の実践にあった「友だちや仲間の学習をモ
デリング」し，自分の学習方略に取り組む活動は，どの教科書にも直接的には提起さ
れていなかった。しかし，どの教科書もペアやグループで言語活動を行う学習活動は
設定されており，その中で，「友だちや仲間の学習をモデリング」するということは
行い得ると考えられる。

表３　「行動（学習方略）」に関する記述

該当する基準 発行社 記述 頁

学び方ガイダンス

東書
この教科書で英語を学ぶみなさんへ
たくさんの発見をしながら，英語を学ぼう。
「教科書で使われている主な記号」等

4, 5

開隆堂 「この教科書で使われているマーク」等 3

学図 『JUNIOR TOTAL ENGLISH 1』で学習しましょ
う！

4, 5

三省堂 この教科書の使い方 6, 7

教出 教科書で行う主な学習活動 3

光村 教科書の使い方 6, 7

啓林館 教科書の構成・使い方 2, 3
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友だちや仲間の学習
をモデリング なし 　 　

学習計画の可視化

東書 もくじ 6, 7

開隆堂 もくじ 2, 3

学図 目次 2, 3

三省堂 もくじ 4, 5

教出 もくじ 2, 3

光村 もくじ 4, 5

啓林館 もくじ 0, 1

予習・復習 開隆堂
この教科書で学んだことリスト
この教科書で学んだことを表にまとめてありま
す。復習したところに☑を入れましょう。

108～113

辞書活用

東書
Word Link Picture Dictionaryを見てね　等
別冊「Picture Dictionary」

10, 11
他

開隆堂 単語リスト
絵カード

114～119
他

学図 Word List 144～151

三省堂
Word & Phrases　いろいろなことばを種類ごと
に示しています。活動するとき，参考にしま
しょう。

112～128

教出 My Word Bank　使いたい言葉を探してみよう。 112～117

光村 絵辞典　場面に合わせてさまざまな語を使って
みましょう。

118～131

啓林館 Word List 100～118

スピーチ練習，筆記
練習

東書

学び方みいつけた！ ４線ノートに着目　４つ
の線の違いが分かるかな。
身のまわりのアルファベットをさがそう。他

36, 64

Sounds and Letters　アルファベットの大文字
アルファベットの子文字　他

86～96

開隆堂 文字に慣れよう　大文字を書こう。　他
81～89
94～101

学図 練習コーナー　４線を使って練習しましょう。 154, 155

三省堂 英語の文字　大文字を書こう　他 106, 107

先生や友だちに尋ね
る 東書 こんなときにどう言うの？　※先生に聞いてみ

よう。
43, 51, 
59

3.3　メタ認知
　メタ認知に関する記述は表４にまとめた。２番目の「選択した『学習方略』の確か
らしさの確認」は，学習のまとまりの途中段階で，自分が選択した学習方略について
振り返り，必要であれば修正するという意味合いである。これについては，教科書
は，基本的には定められた学習を行うよう構成されているため，ほぼ記載がなかっ
た。唯一，啓林館は，学習の振り返りの中で，自分の学習の不十分な点を意識させる
ような項目があった。メタ認知で基準とした「自身の学習の振り返り」「選択した



182

森 和久・相川保敏／小学校外国語科における 「自らの学習の調整」 の側面の評価に関する考察

『学習方略』の確からしさの確認」「次なる課題や目標の設定」は厳密に区分しがた
く，「振り返り」の観点にも含まれる内容ではあるものの，学習方略に対するメタ認
知と捉え，ここに分類した。２番目，３番目の観点が発行者によって違いが生じてい
るのに対し，各社とも１番目の観点である振り返りは重視しており，各内容のまとま
りごとに振り返りを行うような構成がされている。

表４　メタ認知に関する記述

該当する基準 発行社 記述 頁

自身の学習の振
り返り

東書

できたら□に を入れよう。
□１名前を言ってあいさつをしよう。
□２名前のつづりを伝え合おう。　等

15等
各 Unit毎
に

Check Your Steps
34, 35等
年３回Unit 1～3の Enjoy Communicationで使った作品を

はろう。

開隆堂

CAN-DOマップ　できるようになった分だけ〇
をぬってみよう。
Lesson 1　名前や好きなものをふくめて自己しょ
うかいをすることができる。

1, 2

ふりかえりをしよう
11等
各 Lesson毎1　アルファベットの大文字で自分の名前を書く

ことができた。　等

学図

Check Time Lesson 1をふり返ってあてはまる□に
〇をつけましょう。
好きな教科やスポーツ，持っている物をたずねる
表現を聞き，言うことができた。　等

31等
各 Lesson毎

三省堂

まとめとふりかえり
・ Goalは達成できましたか。よかったところは
どこですか。

・ 思いを伝えるために，話すことの順番などで，
どんな工夫をしましたか。　等

37, 38等
年３回ある
Presentation
につき２回，
計６回

CAN-DOリスト
好きなことや，とくいなことについて話される英
語の内容がわかった。　等

103

教出
Lesson1をふりかえろう
自分の名前や，好きなものの伝え方を知って，言
うことができた。　等

23等
各 Lesson毎

光村
ふりかえろう CAN-DO：名前や好きなものを
言って，自己紹介をすることができた。　等

27等
各 Unit毎

啓林館

Looking Back　Unit 1の学習を振り返りましょう。
1　自分のたんじょう日を言えるかな。
CAN-DO List
ゆっくりはっきりと話されれば，授業で学んだ語
句・表現を聞き取ることができる。

18等
各 Unit毎
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選択した「学習
方略」の確から
しさの確認

啓林館

Looking Back　Unit 1の学習を振り返りましょう。
3 Unit1の学習中に「言いたいけど言えなかった」
ことや，「もっと知りたい」と思ったことを書い
てみよう。

18等
各 Unit毎

次なる課題や目
標の設定

三省堂

まとめとふりかえり
次は，どんなくふうをして活動したいですか。
JUMP2につなげよう。

37等

JUMP2 Goal
どんな思いで先生に自分のことを伝えたいです
か。Goalに書こう。

38等

光村

気づきをいかそう
活動をふりかえり，気づいたことを話し合いま
しょう。また，これからの学習に生かしたいこと
を書きましょう。

11

ふりかえり
深める：初対面の人と親しくなるために，自己紹
介でどんな工夫ができますか。

27等
各 Unit毎

啓林館
Looking Back　Unit 1の学習を振り返りましょう。
5 Unit1で学習した英語をどんな場面で使いたい
か書いてみよう。

18等
各 Unit毎

　また，教科書の巻頭や巻末に  Can-Doリストを載せている発行者も多く，そこで何
ができているか振り返るよう意図されている。これは，文部科学省が平成25年に中・
高の外国語教育における学習到達目標を「CAN-DOリスト」の形で設定することを
提示し，小学校向けとして補助教材として作成した Hi, friends! Plusの中に CAN-DO

リストを設定したことを受けてのことと考えられる。岡ら（2019）が指摘するよう
に，「 CAN-DOリスト─ふり返り」は「自律した学習者の育成」のために有効である
と考えられる。
　一方，田中ら（2017）が「教師が CAN-DOリストを意識しすぎたあまり，児童の
問いや興味等に柔軟に対応した単元や授業を展開することができなかった。英語を
使って何ができるようになるかという観点で指導することは重要であるものの，技能
のみに目を向けると，単元が技能習得中心となり，教師主導で授業の方向性を決めて
しまう可能性がある。」と指摘するように，学習者が自らの学習を見通し，振り返る
ためのツールではなく，教師のための技能面のチェックリストになってしまう恐れが
ある。
　実際，教科書においても CAN-DO形式をはじめとする振り返りの具体的な記述の
仕方は，かなりばらつきがある。そこで，その違いを明らかにするために，各発行者
の最初の学習のまとまり，即ち「自己紹介」が活動の中心となる学習における振り返
りの表現をすべて抽出してみることにした。抽出の仕方は，「知識，技能」「思考力，
判断力，表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点のうち，どの観点に対
応していると考えられるかによりを区分し（それぞれ「知」「思」「主」と表示），振
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り返りの記述と，自己評価する際に何段階で評価するようにしているかを表５にまと
めることとした（例えば，段階の「３」は達成度を３段階に評価するようにしている
ことを示し，段階の「１」は，できたものにチェックを入れる形式のもの，段階の
「０」は，記述式のものであることを示す。）。

表５　観点別の振り返りの記述

区分 記述 段階 発行者

知

アルファベットの大文字で自分の名前を書くことができた。 4 開隆堂
アルファベットを読み，書くことができた。 3 学図
アルファベットの大文字を知って，聞いたり読んだりすることが
できた。

3 教出

名前のつづりを伝え合おう。 1 東書

思

名前を言ってあいさつをしよう。 1 東書
自分のたんじょう日を言えるかな。 1 啓林館
友だちにたんじょう日をたずねられるかな。 1 啓林館
自分のたんじょう日にほしいものを伝えられるかな。 1 啓林館
好きなもの・ことを伝え合おう。 1 東書
好きな教科やスポーツ，持っている物をたずねる表現を聞き，言
うことができた。

3 学図

自己しょうかいをし，好きな物や持っている物を伝え，たずね合
うことができた。

3 学図

名前やすきなものを言って，自己紹介をすることができた。 4 光村
自分の名前や，好きなものの伝え方を知って，言うことができ
た。

3 教出

自分のことをわかりやすくしょうかいするスピーチができた。 3 教出
名前やすきなものをふくめて自己しょうかいをすることができ
る。

4 開隆堂

名前や好きなものをふくめて自己しょうかいをすることができ
た。

4 開隆堂

名刺交換をしよう。→ 何人かと交換しよう。 1 東書
友だちにわかりやすく自己しょうかいをしようとした。 4 開隆堂

主

自分から進んで，自己しょうかいをし，友だちの自己しょうかい
を聞こうとした。

3 学図

聞いている人にわかりやすく話そうとしたり，相手の話をよく聞
こうとしたりした。

3 教出

Goalは達成できましたか。よかったところはどこですか。 0 三省堂
HOP（15ページ）で立てた目標（My Goal）は達成できましたか。 0 三省堂
思いを伝えるために，話すことの順番などで，どんな工夫をしま
したか。

0 三省堂

世界の小学生の自己紹介の映像を見て，どんなことに気がつきま
したか。

0 光村

次は，どんなくふうをして活動したいですか。JUMP2につなげ
よう。

0 三省堂
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次は，どんな工夫をして活動したいですか。 0 三省堂
初対面の人と親しくなるために，自己紹介でどんな工夫ができま
すか。

0 光村

Unit1の学習中に「言いたいけど言えなかった」ことや，「もっと
知りたい」と思ったことを書いてみよう。

0 啓林館

Unit1で学習した英語をどんな場面で使いたいか書いてみよう。 0 啓林館

　このようにまとめてみると，「自己紹介」の学習における各発行者の振り返りは，
新学習指導要領の「思考力，判断力，表現力等」の指導事項「ア　身近で簡単な事柄
について，伝えようとする内容を整理した上で，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，自分の考えや気持ちなどを伝え合うこと」及び「ウ ウ 自分に関する簡単な質問
に対してその場で答えたり，相手に関する簡単な質問をその場でしたりして，短い会
話をする活動」に関する内容が中心となっていることがわかる。また，「知識，技能」
については，「イ ア 活字体の大文字，小文字」に関するものとなっている。記述の
仕方に最もばらつきが大きいのが「主体的に学習に取り組む態度」についてであり，
その内容が振り返りに記載がないものもあった。また，「友だちにわかりやすく自己
しょうかいをしようとした。」のように，従来の「関心・意欲・態度」の評価の評価
規準に多く見られた表現もあった。また「自らの学習の調整」につながる「次は，ど
んな工夫をして活動したいですか。」のような振り返りも見られた。

４．考察

　「教科書を教えるのではなく，教科書で教える」と言われるように，あくまでも教
科書は主たる教材であり，その活用の仕方は教師にゆだねられている。しかし，新た
に始まる外国語科については，教員の指導力に不安を感じている教育委員会関係者が
多い（ベネッセ2017調査）ことからも，教科書に頼った授業になりがちになるであ
ろうことが想定される。
　一方，学習評価の在り方に関する方向性，とりわけ「主体的に学習に取り組む態
度」の「粘り強さ」と「自らの学習の調整」の二側面について評価するという方針は
今回新たに示されたことであり，教育現場に浸透，定着するに十分なだけの時間が
あったわけではない。その結果，当然のことではあるが，「主体的に学習に取り組む
態度」，とりわけ「自らの学習の調整」に関連する発行者の取り扱いには大きなばら
つきが生じている。
　授業者は，教科書を用いつつも新たに示された評価の在り方に基づいて評価をしな
ければならないわけであるため，使用する教科書の特色を理解したうえで，必要に応
じて教師がさらに工夫を加えて授業を進めていく必要がある。その際に，今回明らか
になった各発行者の違いを参考にし，採択した教科書以外で取り入れることができる
ものは積極的に取り入れればよいと考える。例えば，「動機づけ」に関しては，「英語
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を使って将来したいことを書く」活動や「英語でできるようになりたいことを書く」
といった活動が参考になる。また，互いに認め合うことで自分の学習に対する肯定感
を高め，学習に対する動機づけを得るような応答の仕方の習慣づけも有効になるであ
ろう。「行動（学習方略）」に関しては，「絵辞書」の活用や巻末資料の活用，また
「CAN-DOリスト」を復習チェックのツールとしても用いることなどが考えられる。
　教科書において記載が十分とは言えない学習方略についてであるが，伊藤ら（2003）
が調査のための項目内容として整理した自己調整学習方略をもとに，大下（2017）
が，国語科学習のための「自己方略ガイド」を開発している。「前の学習でうまく
いったことを思い出す」「自分のよく知っていることや興味のあることと結びつけて
学習する」などの項目で，英語科学習に必要と思われる学習方略をリスト化して示す
ことは有効なのではないかと考える。
　「メタ認知」については，「振り返り」のページを活用しつつ，さらに「自分の学習
の在り方」に関して振り返ることや「次なる課題」を考えるということも必要になる
であろう。
　佐藤（1998）の小学生を対象にした研究では，「メタ認知的方略は ,相対的に ,あま
り有効でなく ,コストがかかると認知されている」という結果が見出されている一方，
藤田（2012）の大学生を対象とした研究では，メタ認知方略について「大変であると
思う」意識が低いという結果が出ている。これはメタ認知能力の高まりの差であると
ともに「低年齢の学習者においては，直接的に学習効果と結びつかないメタ認知方略
は有効性が高く認知されない」（藤田 2108）からであると考えられている。したがっ
て，なおさら「メタ認知的方略の使用を促進するための適切なトレーニング」（佐
藤 1998）が必要となると考える。そのためにも，何をどんな基準で振り返ったらよ
いのか振り返りの仕方を具体的に指導するということが必要になってくると考える。
　以上，教科書の記述を見ることで，「主体的に学習に取り組む態度」のとりわけ
「自らの学習の調整」の側面の評価を行うために，今後指導者がどのような点を工夫
する必要があるのかを考察してきた。いずれにしても指導者が指導することをおろそ
かにして単なる評価者になることは，最も望ましくないことであり，各発行者が工夫
している部分を有効に活用しながら「自らの学習を調整」するような指導をしたうえ
で，どのような姿が見られたら評価できるのかを判断することが重要である。そのた
めにも，今後各指導内容に応じた具体的な評価基準，ルーブリックを作成・蓄積する
ことが必要になってくると考える。

付　　記

　本研究は，執筆者が校長を務める私立学校（椙山女学園大学附属小学校）に対し，
採択権者が行う調査研究に支障が生じないようにするため送付された各発行者の教科
書見本を用いて行った調査研究をもとにまとめたものである。教科書見本を送付いた
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だいた各発行者に感謝申し上げる。
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